
切稜立方体 

 

切稜立方体（せつりょうりっぽうたい、chamfered cube）とは、立方体の辺（稜）

に平行な平面によって辺（稜）を含む三角柱部分を切り離す操作（切稜）を、

１２本の辺（稜）に対して一様に行うことによって得られる凸多面体である。 

切り離される三角柱の底面が二等辺三角形である場合、いいかえれば切稜角が

４５度の場合には、最大の切稜深度すなわち立方体の辺（稜）の中点を含む平

面で切稜することによって得られる多面体は菱形１２面体とよばれている。し

たがってそれよりも浅い切稜によって得られる多面体は、菱形１２面体の４価

の頂点６箇所を切頂した切頂菱形１２面体ともよばれる１８面体となる。これ

はゾーン多面体

の１種でもある。 

 

 

 

 

 

構成面：正方形６枚、平行六角形１２枚 

   （内角は 109.47 度と 125.26度） 

辺（稜）：４８ 

頂点：３２  

   うち、２４は(4,6,6)、８は(6,6,6) 

回転対称性：４回回転対称軸３本、３回回

転対称軸４本、２回回転対称軸６本 

双対多面体：四方立方八面体 (Tetrakis 

cuboctahedron) 

 

 

・典型的な鉱物標本 

 

蛍石(英名 Fluorite、化学式 CaF2、等軸晶系) 

     産地：Shaogan Guangdong, China 

 

結晶学では、正方形面を[100]面、六角形面

を[110]面と表記している。 

 



・切稜立方体の歴史 

 

紀元前５～６世紀の中国（漢代）において、「六博（りくはく）」と呼ばれた盤

上遊戯のさいころとして１８面体の木製立体が使われていたことが明らかにさ

れている。これは切稜立方体の六角形が３枚集まる頂点を丸めたものである。 

（写真はレプリカ） 

 
 

２００６年に、山口県の木材加工会社に勤務していた中川宏が偶然に製作した

１８面体の名称が不明であったことから、「切稜立方体」（英訳 Chamfered cube）

と呼称することを提唱。 

２００８年、イギリスの数学者コンウェイ（John Horton Conway）が、「The 

Symmetries of Things」において、多面体の変形操作のひとつとして Chamfer

（切稜）を定義し、立方体に切稜操作を施したものを Chamfered cube と名付け

た。 
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